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2.20.2. 教員実績概要 
職名： 教授 氏名： 小方 孝 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
メディア論，科学と倫理（分担），哲学と文学理論，学の世界入門（プロジェクト演習），知能システム演習 A,B,C、
卒業研究、ソフトウェア情報学総論、知能システム総論 
(b) 研究科担当授業科目 
認知情報論特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
・ ゼミに力を入れた．前期は一週３度ほど行い，後期は個別指導中心に進めた． 
・ 特にゼミや演習科目においては，欠席や発表キャンセル，遅刻などに対して厳しく指導し，基本的なマナーを
守らせることも指導の柱に据えた。 
・ 全ての科目のために自作資料を用意した．特に哲学と文学理論については論文形式の資料を毎回用意した． 
・ 通常の講義科目においても演習的な形態を増やした．メディア論ではシステム開発の共同プロジェクトを取り
入れた． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
なし 
(c) 査読あり 
1) 小方孝・立花卓・冨手瞬：物語概念表現からの映像の生成と自動カメラワーク―『東京物語』の分析とシミュレ
ーション，日本認知科学会第 26 回大会発表論文集，P2-32，2009． 
2) 秋元泰介・小方孝：物語言説機構の統合に向けて―物語言説技法と戦略―，日本認知科学会第 26 回大会発表論
文集，P3-33，2009． 
(d) 研究発表 
1) 土橋賢・小方孝：引用とアナグラムによる物語生成に関する試論，2009 年度人工知能学会全国大会（第 23 回）
論文集，1J1-OS2-2，2009． 
2) 阿部弘基・小方孝・小野寺康：広告における商品導入の修辞の分析とシステムの構築，2009 年度人工知能学会
全国大会（第 23 回）論文集，1J1-OS2-4，2009． 
3) 中嶋美由紀・小方孝・小野淳平：ストーリーと物語世界の関係のモデルに基づくシステムの実装，2009 年度人
工知能学会全国大会（第 23 回）論文集，1J1-OS2-6，2009． 
4) 秋元泰介・小方孝：物語生成システムにおける物語言説機構―試作に基づく構想―，2009 年度人工知能学会全
国大会（第 23 回）論文集，1J1-OS2-7，2009． 
5) 大石顕祐・晴山秀・小方孝：物語のための文章表現生成システムの構想とアスペクチュアリティを対象とする試
作，2009 年度人工知能学会全国大会（第 23 回）論文集，1J1-OS2-8，2009． 
6) 冨手瞬・小方孝・花田健自：概念表現から映像を構成するシステム及び行為の構造についての考察，2009 年度
人工知能学会全国大会（第 23 回）論文集，1J1-OS2-10，2009． 
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7) 立花卓・小方孝：ルールに基づきカメラワークを設定するシステムと「小津ルール」のシミュレーション，2009
年度人工知能学会全国大会（第 23 回）論文集，1J1-OS2-11，2009． 
8) 立花卓・小方孝：ルールによる『東京物語』のカメラワークシミュレーション―映画論・物語論の新しい方法の
提唱―，日本認知科学会文学と認知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 18 回定例研究会予稿集，18G-01，
2009． 
9) 秋元泰介・小方孝：物語言説論のシステム化に向けて―ジュネットとヤウスの拡張文学理論―，日本認知科学会
文学と認知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 18 回定例研究会予稿集，18G-02，2009． 
10) 小方孝：生成の駆動力としての文学理論外部の領域について―流動と固定(4)―，日本認知科学会文学と認知・
コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 18 回定例研究会予稿集，18W-04，2009． 
11) 小方孝：生成体としての三島由紀夫，（創作、鑑賞の理論：勝手読みを超えて，日本認知科学会第 26 回大会発表
論文集，W7，2009．） 
12) 秋元泰介・小方孝：物語言説システムの評価について―評価方法の調査と物語言説システムの予備評価―，日本
認知科学会文学と認知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 19 回定例研究会予稿集，19G-01，2009． 
13) 小方孝：物語生成の哲学的及び文学的基礎雑感、多元的生成―流動と固定(5)―，日本認知科学会文学と認知・
コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 19 回定例研究会予稿集，19W-03，2009． 
14) 秋元泰介・小方孝：語り手と聴き手の相互作用による物語言説システム，人工知能学会第二種研究会ことば工学
研究会（第 33 回）資料，1-11，2009． 
15) 小方孝：ボトムアップとトップダウンによる統合物語生成システムの計画―流動と固定(7) 日本認知科学会文学
と認知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 20 回定例研究会予稿集，20G-06，2010． 
16) 秋元泰介・小方孝：物語言説論と受容理論の思想を取り入れた物語言説生成システムの試作における生成能力，
日本認知科学会文学と認知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 20 回定例研究会予稿集，20W-03，2010． 
17) 小野寺康・熊谷友子・小方孝：物語内容の一部としてのストーリー世界を作るシステムの試作と小説分析による
その拡張の検討，日本認知科学会文学と認知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 20 回定例研究会予稿集，
20W-04，2010． 
18) 小野淳平・小方孝：物語内容の一部としてのストーリーラインを作るシステムの試作，日本認知科学会文学と認
知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 20 回定例研究会予稿集，20W-05，2010． 
19) 花田健自・高橋良寿・大石顕祐・小方孝：物語生成システムのための概念オントロジーの基礎と広告の商品導入
の修辞を用いた単一事象生成機構における利用，日本認知科学会文学と認知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCC
Ⅱ）第 20 回定例研究会予稿集，20W-06，2010． 
20) 高橋雄大・秋元泰介・小方孝：物語と音楽の相互変換システムにおける循環の拡張，日本認知科学会文学と認知・
コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 20 回定例研究会予稿集，20W-07，2010． 
21) 秋元泰介・小方孝：物語生成システムにおける物語言説システムの実装と結果の分析―語り手と聴き手の相互作
用による機構の提案―，情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会・言語処理学会第 16 回年次大会・
大会共通講演論文集，474-477(PB1-14)，2010． 
(e) 研究費の獲得 
なし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
なし 
 
[大学運営］ 
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(a) 全学委員会 
高大連携事業推進委員 
(b) 学部/研究科の委員会 
広報委員長 
(c) 学生支援 
・就職指導に関しては，就職希望者全員の内定が出た。しかし一名は内定が秋になり、卒業研究に悪影響が出た。
・精神的な問題を抱える学生がおり，学生相談センターに紹介するなど，解決策を模索した． 
・中退者と休学者が数名出た．ともに、不本意入学および学力不足の学生であった。また一名は精神的な病気を抱
えていた。 
(d) その他 
なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
なし 
 
(c) 一般教育 
なし 
(d) 産学連携 
なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本認知科学会「文学と認知・コンピュータ II(LCCII)」研究分科会主査（２００８年４月～） 
2) LCCII における例会を本学（マリオス）で開催．また，同研究会でワークショップ等企画．座長数回． 
3) 認知科学会大会においてワークショップを企画・実施． 
4) 人工知能学会ことば工学研究会との合同研究会の実施。 
5) 情報処理学会、社会情報学会の論文誌の査読。 
(f) その他 
なし 
 
[主な業績］ 
研究発表を参照。 
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職名： 准教授 氏名： Basabi Chakraborty 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
離散数学、計算モデル論、専門英語 II、ソフトウェア演習 A，ソフトウェア演習 B，ソフトウェア演習 C、，知能シ
ステム演習 A，知能システム演習 B，知能システム演習 C，知能システムゼミ A，卒業研究・制作 A，知能システムゼ
ミ B，卒業研究・制作 B  
(b) 研究科担当授業科目 
知能メデア総論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
  Co-authored ( with Prof. Y. Dai)  publication  of an Edited book titled ‘Kansei Engineering and Soft 
Computing: Theory and Practice” , Publisher IGI Global, Expected Publication date in 2011. 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
なし 
(c) 査読あり (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Goutam Chakraborty, Basabi Chakraborty, Jagdish Patra and Chotipat Pornavalai, "An MLP-Based Face 
Authentication Technique Robust to Orientation", Proceedings of the IEEE international Joint conference 
on Neural Networks, pp.481-488, 14-19 June, 2009, Atlanta, Georgia, USA. 
2) Basabi Chakraborty and Rung Ching Chen, “Fuzzy-Genetic Approach for Incorporation of Driver’s 
Requirement for Route Selection in a Car Navigation System”,  Proceedings of the IEEE international  
conference on Fuzzy Sysyems ( FUZZ- IEEE 2009 ), pp.1645--1649 , 20-24 August, 2009, ICC Jeju, Jeju Island, 
Korea, 
3) Asok Bandyopadhyaya and Basabi Chakraborty, “Development of  Online Handwriting Recognition 
System     : A Case Study with Handwritten  Bangla Character”, Proceedings of World Congress of Nature 
and Biologically Inspired Computing (NaBIC09) , pp. 514--519 , 9-11 December, 2009, Coimbatore, India.
4) Basabi Chakraborty , “Nonlinear Time Series Analysis for On-line Handwritten Signature Verification”, 
Invited Paper  in  Proceedings of 4th International Conference on Computers & Devices for Communication 
(CODEC-09) ,    14-16 December, 2009, Calcutta, India. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
なし 
 (e) 研究費の獲得 
1) 個人認証におけるマルチモーダルバイオメトリクス技術の研究、1500,000 円 
2) 学会開催助成 ５００，０００円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
なし 
 
Journal of Faculty of Software and Information Science 2009 
262 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
評価委員会、教務委員会 
(c) 学生支援 
講座に所属学生の支援 
(d) その他 
なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
3) IEEE  JC WIE member,  took active part in IEEE WIE activities in Japan 
(b) 企業・団体などにおける活動 
なし 
(c) 一般教育 
なし 
(d) 産学連携 
なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) PC member of international Conference : ICICIC 2009, NaBIC 2009, IEEE-FUZZ 2009 etc.. 
2) Reviewer: Conference ICICIC 2009, FUZZ-IEEE 2009, NaBIC 2009, IEEE SMC 2009 etc.. 
Journal: IEEE SMC, IEEE PAMI, IEICE, PRL, Pattern Recognition, IEEE TKDE, IPSJ, International Journal 
of Information Security etc.. 
3) Committee member of IEEE JC WIE 
(f) その他 
なし 
 
[主な業績］ 
My research activity was based on developing algorithms to improve biometric authentication systems 
incorporating soft biometric technology. My another research topic is to develop route guidance system 
according to user’s preference. 
This year I was involved in the committee of IEEE Japan Council Women in Engineering (WIE) Affinity group 
and actively participated in the events organized by WIE Japan. I also arranged a workshop in Iwate 
Prefectural University for discussing the problems, present situation and improvement of the work 
environment of Women in various fields. We received award for the Group of the year. 
http://www.ieee-jp.org/japancouncil/affinitygroup/WIE/ 
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職名： 講師 氏名： David Ramamonjisoa 
[教育活動］ 
学部担当授業科目 
情報基礎 C， 解析学, 知能システム学, 知能機械と自然言語処理, ソフトウェア演習 A,B,C, 知能システム演習
A,B,C, 知能システム総論  
知能システムゼミ A,B, 卒業研究制作 A,B. 
研究科担当授業科目 
知能システム開発特論 
その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
情報リテラシ（コンピュータ入門編集） 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
なし 
(b) 学術論文 
なし 
(c) 研究発表査読あり 
1） David Ramamonjisoa, “Investigating Knowledge Discovery with Ontologies in Scientific Domain”, 
International Conference Protégé (June 2009), 2009. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1） 小林信之、ダビド ラマムジスア “質問文の SPARQL クエリへの自動変換による LOD 検索手法の検討”, 知識ベ
ースシステム研究会（第 87 回）、2010 年 1 月。 
(e)研究費の獲得 
なし 
(f)その他総説・解説、調査報告・市場調査、特許、受賞、報道など 
なし 
 
[大学運営］ 
全学委員会 
なし 
学部/研究科の委員会 
学部 SPA－PBL 委員会（PBL 担当）, 教務委員会（講座配属担当） 
学生支援 
小方研究室の研究進路指導、学生活動支援 
その他 
情報エージェントシステムのプロジェクト委員 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
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(b) 企業・団体などにおける活動 
なし 
(c) 一般教育 
なし 
(d) 産学連携 
なし 
(e) 学会などにおける活動 
1)  WMSCI2009 国際学会の査読 
2)  Knowledge Based Systems Journal Elsevier の査読(peer reviewer) 
3)  2009 IEEE ICIS Technical Program Committee Member (論文査読の 10 件) 
(f) その他 
1) NTCIR05 のプロジェクトへの参加 
2) ACM 委員 
3) IEEE 委員 
4) JSAI 委員 
5) IPSJ 委員 
 
[主な業績］ 
My research activity during the year 2009 concerns the knowledge discovery and ontology in scientific 
domain. The research and development of ontology in life science domain has reached its maturity. Gene 
ontology, disease ontology, anatomy ontology, drugs ontology, chemistry ontology, and biology ontology are 
few examples in this domain. Ontology mapping, alignment and instances population autonomously are still 
in research phase. My main interests are on finding interesting relationships among entities in the ontology. 
At the same time, I am investigating tools for analyzing text or structured documents by generating graphs 
and extracting facts by constructing ontology as part of knowledge bases in different domains and eventually 
discover new patterns or useful rules. 
